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　　現代漢語の語構造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野村雑昭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第三資料嚇室員）
1　畜、横造　ク）　言己逆’
　o言吾横造一・寸て“IIL形成’ごれた，　あるき語単位・グビのような部分皐
　　　　　　素の結合にょっーて横成：きれているh’という事実。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（阪，套篤蓑氏の症蓑による）
　。この発表の目的一新闇語彙言畦に出現した．長単位語とよばハ
　　　　　　ろ言；舗位につL・て，劫横嬢素（部分ep素）ガ’あ
　　　　　　るパタ＿ンによフて結合しているスタ子イッ・クな形態
　　　　　　の分祈。
　　・長単位““n－L－一文節から付薦語を除いた・しのとほぼ等概念、
　　・横放要素一最小単位（現代語として意昧をにな・ている最小
　　　　　　の言語単位．）
O 言吾描）く窒　の一自ミrRSイ（．
　　　横灰要素→（x
　　　れ個の揖放孝素からなる誇ぴし単位語）一・P（n）
　　Poユ）＝αけα2＋α3＋・一…’…＋art－1＋αn・
　　　（例）　　ヌ買　　　形　　　　文　　　イヒ　　　呉ヨ
　　　　・　　1　　　；　　　1　　　；
　　　　｝　　l　　l　　：　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　d、α2a3α4　as
　　　　r＝］LL」：三三：三驚蓼馨
　　　Prs）　＝‘〈at＋ae）＋｛（a　3＋．a4）＋o寸
　　　P（4）　・・｛（a　，＋　a．z）＋a3］fa4　　：庶務課長
P・・）　＝｛（al桓、）＋〈α、ぬ功＋6（・座舗越
　　　f・・6・・一（a，・α。）承α3砲）＋（a－・　－f　a・）｝∫醐轄緒
　　，γし蛍位語は一殺に．（γト1．〉回の結含をし，最丈（n－Dの，給合
　　　茨故を荘つ．
　　　　　　　　　　　　　　－13一
　o一叫受式の変操
　　　a→U　　UI［⊥・＝U　　（UけUどキUZ→Ul）
　　　　　　　　U－，U二V
　　　（叶u丼u－Utu二ぴP
　　　Ut（Ut　CL）＝uヰu＝砺
　　　｛（［L十u）＋uhu一ひ寸u＝碗　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　u→｛（眠u）＋吋＝山D＝妙q
　　　［｛（a＋u）＋u｝　－t　u’j＋u＝げ＋tt　＝乙P
　　　U・〔｛（…u）＋…t＋　LL］訓・ピ角
　例）脇・（U・“・U・）’＋｛（吋Uめ＋U・」・＝　Ut　Vp魚形叉イIZ・・II・d
　　　P・4・　一　｛u．，＋・、）＋吋趾戸’thP　t・／；廠務課長
　　　P・貯｛（Ul’十しiz．）寸（しし3斗U4）｝t・U・　＝＝∨仙麟］詩車
　　　P（6）＝（u・，tUz）＋｛（u3＋u4）＋（［is　t　Ug　）｝　一一　UヰV　：後封月中｛等載育
2言彫査の対塚i
　・対象一［1棚4ほ朝日新闇葺』釈ノ日・。∠旬オ桧面に出現しT：、
　　　　　　　　　　　　　　　　約・8．〃oρ長単　　イ立　　る鵠　　　（　　異　　な　　1」　）　。
　　　次の（りへ（ui）E該当すノる・しのを対蒙ガら瞬こし、1三a
　　　　「b記号あ’よび記号を揖ば簗素に含む：しの．
　　　　（め薮詞，｝ls・よび二数詞を描成蓼素に㌧含むもの．
　　　　（iii）固有名詞6～・よび固有名xtglを椎成￥素に含むvの．
　　　以上の壕作を経て残）たしのの中方ら．5ら1二．次の日、力・（V）已該
　　　当ずる・しのを直培の対象がら除い庭。
　　　　（わ漫語（字言劃を楊戒亨素に含aなL・七の・t－
〈∨）ニーフ以、下の構］寅亭索からなる七の．
　　　※1サ麦動詞）くノ形容勃詞iま．ぞめ語幹部分にのみ看目Ll三・
　　　W2狭煮の寝辞（「8・」　r：’k．「三＼」t‘け’L，ス1〔ビ’）を最終次結含の一方に蒋つLのは．それを除いた部
　　　　　分に着目vた．　（例4：マ？こを壮長メ塑［朗彪）
　o直：賭の吋老2一約〃丁〃〃長単位語（漢語槽戒蓼素のみからなるもの
　　■よび藻語横成蓼素を含Z・　．tのて：三つ以上の猶故零素ノケらなろもの．）
　　　　　　　　　　　　　　－14一
痴出見しEYべて戚輌結合、W一ンによる纈　　‡1物禦罵議曹難繰㌶ノ嘉祠㌶斗、。濠示。、
「「二…「……ト…コ喜τマ1㌫一聴冨司τ；万…丁二丁’………「三…l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－15へ・16一
3．語樟造のパターン
　　表1対象となづ≡長蛍位語喘i成単ぱ別語数　　　　　　」表4横成単位数と結合欠敬の関係
　衷3　最終灰結合の位置別によ．るパターンの分類
［≡二≡三玉懸蓮玉蓬藁～玉ヨ三三薮三三］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一17一
　　｝°最終双結合の一方の部分に出現するパターンヒしては．UヒUが
　　多く．『Vがt八に続いていろsまた，それ？”nのパターンに所属
　　する語薮では∪が圧倒的に多くヰ数以上を占の．uがそれに続ぐ。
　　そのほガは．びとVに属する語が’て’》くフ〃い程度て・，他はさわめ’て
　　少ない、
　　2°前書9分巳くるハeg－一，ンでは．　∪とZノが多いカv．　ば力・のハご／ヲーンt
　　多くあらわれる。語数では．∪に属す・るものかり王倒的1：99し、。
　3°後者蛤1二〈／aパターンでは．1．．4．・．　UOi・・多く，この＝ブのJX°ターン
　　　　　　　　1：　　所　ノ葦≡ミ　　ー≡ナ　　ノi≦　き吾　　数　　1ま　　．　　　全　　体　　ク）　　5ノ〔ク　　ノ＼ご　一　t三二　ン　　ト　　を　　走彦　　え　　る　　4
　4つ上記のZ°と・♂を合わせるピ勧欠結合語のパタ＿ンとしては
　　　U十［コ．亡：］＋u，［：：］十Uの三つがもっとも一殺的1三と吉λるa
　5；ωま．前部分［二くろことが少なく，［二コiuピいう型2とること
　　か多し・。
　6°Uは．前部分1：くろこヒが多し・ガ・、∪一＋u，UヰU，　v＋Uの三つの
　　パターンを除いて比昧すると、［：：］寸Uに属するパ9一ン，語救
　　のほラか’，　U十［：：コの＞fれよリ主多いn
　7？uぐUが’後詔分にくる〕易合か・．多9いことは、全体として、榎シ欠結合
　　語の措造上の特徴ヒして、前部分が重く，後．詔分が姪いパターン
　　をとりやすいことを意日束している。
　8°横成雫素の数が多い語では，前詔分と後部介が構成単位数w結合
　　次数で等質的なパ汐一ンはあらわれにくくなる、寸なわち．　U（
　　あるいは，！ノ）　が累加的12　・糸占合Lた廣造をヒ’るのが一搬自fJであろ。
　百上記の’8°刀ら、樹威単位薮t　’Wt合ン欠薮のasl　．1：は，）欠のような関係
・ 　か現られる．すrsわち　次数の極端に高いしのとイ臥・tのはあら
　　われにくく　平均的な結合次敏に集中する傾向が’あろr．
　〔圭なパタ⇒とZ　＊v：　pA　」Ileiする語イ列〕
　　。3車位語
　　　①しttU：食中毒総工費市当・笥，核軍縮末明朗汰規模、
　　　　　　　各選手全理事荒ナ鷹疏初会合方ス倶発タクンー会2±
　　　　　　　　　　　　　　　－18－．
　②uナu　：L現代人．b領軍新薬ヰ，家庭用全国的具体化
　　　　　現金払、’叔9JJ袋組合長．姐立式戎嵩炭9ソ，石iEじ（卜一一．ブ
　③（u・u．）♪〈u一宣軽傷青IA年，新増設
　④（Lし札t十U）；経団連
。d単位語
　⑤　　しi－f－’01）　：　軽元≡〈β寸擬㌧各　管等｝弓塔、同　董か物　園，ジエ　‘1ノ　ト　オ衣　客援・
　④Upt－　Ct：幼維園児郵便葛］気警備買室，解司1誉者，不動産屋
　⑦Os　t　U；中学校長大御所梧不景気風．クレー射葺用
　②U＋U：火※防止．公共事業“f2t前氏名：期末手当，ママきん社長
　⑦｛CU・の×U｝　｝　ec二青少年法’・1・中学生
　◎（U・しし）XU1／1・中学校
　◎（utしけU）×LL：市町利長
　⑫（U札日U蝋）二市区初対・着8道府県
05単位語
　◎LH　（Vp＋U）r同奉務柏｛乳同男・ぽ部長
　⑭u→ソ：〉隼保護世帯各郵便笥《蚤，都清掃釆例
　◎∨→u・試験放送中，有線放送網、行政1三画名売香防止法
　’D　uヰ1♪：地下核実験大型外航船，組合委買長．7子作業司
　◎じヰU　l声綿成論議，道徳前観念、大使鎮公叫旅客ノ機車故
06単位語
　②ぐのの＋しL・都市交通課長．宇宙開発史上
◎（u　一“・z｝）山　・昇体不自由児世空代理店買
⑫（ひ寸U）斗u　二　／卜学校入学児，∈ヨ勅車イ彦・理工
　②Xt　IO　tしし　：中学荻長会長
⑫∪十Y　・脳娃小児マヒ，事故合同会議
　◎レ十U　l消費滅返イ頃向，嵩校全入運動　　　　　　　　　、
⑭刀＋Z、・　；社会斜副読本野鳥用給7K池
07連位語
　㊧（∫斗くu＋∨）　：　茅斤長莫月経済言寸i亘1
　⑳l！　＋（v寸u）∫都児≡き福祉協会
　　　　　　　　　　　　　一19一
　　◎（∨＋u）＋u．：議員手当茶例中
　　⑳？9＋u　：　メ都中学メ交辰会長
　　◎U＋伝）十∪）　・　医］歪失業斤幹線総局
　　◎∪＋（v＋u）：都9！業奨励飽
　　・⑰（v十u）→U　l莱務上週失傷害
　　⑫（Utv）寸∪：経済審議会会＆
　　⑬ひ＋V　・代表的航空企業，核共器完全禁止
　　⑭Vtひ　・公営企業El＞EA会蔑用フ」〈道；畦表
08単位語：
　　⑰（v＋の十u　：　強風波浪泣意報下
　　⑭｛（v＋u）＋a｝；室務菅埋続計芸B長
　　◎（N／十U）十U　：　ξ貝置反対期フボ1言1盟
　　②｛ノ＋（v＋しし）　：　誉視庁交逼規制課
　　⑰（V＋U）＋y　：　姿勢制御用小聖□ろ一1ソ「
　　＠ソ＋（w＋v）：　規場調誉tl・aj員会
　。9単位語
　　◎〈V＋の＋U　：　公正取引協議合会長
　　⑫（レ＋の＋（V－f　ua）：　寄勢制御用窒素がスジ’エツト
　JC　I　O単位語
　　㊧｛（v→ω＋ω＋u｝tU　　l物価安定対劇睡本部
4複合語の守定度
　o構戚栗素の性格
　　・構戚要素である最小単位αは，語漣re文法的柱質の’re・S　nよ
　　　つて必ずしL等質て“ぱない。
　　一紅t㌶醸‡鐘竃慧竃㌻：㌘鴛《い
　　　　　　　　　　　　　一20一
　　　q・｜実結合語の全要素．紅費姫員メ樋穐樋禽放寄看，地万税
　　　d：不人皆，有意義，全因的臭体イし工事中券庭田
　　　（ピ；　同知事，前繊，各気象台く誉長兼理事長）（与党詞野党）
　atQ－　A
　　a｝a・・　A・’9フκ頑路円液噸子麦踏ぷゴム乙・もガス管
　　oiq＝A’1対但・専念・共通・完全・活癸・病9勺
　　　　　　　興信（揃）・顕微（鏡）・（不）世出・按生（物質）
　A十〇，＝ハ：飛行機・現代詩・組合藁・環書箱・防火造リ，銀、行マン｛
　α＋A＝A・貴金属・票影響・法萩序夏野菜・若夫婦・ガス爆套
戸＋o－A；後遺症’辞料可哉吐寸責潔感
〔6い十A’＝A：　（囚天王）
　Ata’＝A’：故治的・絶望視籏立式・現K’風｛
　αばA＝A’；大規槙・不暑気’魚気力・未経験
1ぴ垣’＝A’・深刻化’抜本的
へ
［α’十！イ＝A’：最優秀・不正確撫器用・超豪葦
　くA｛一　A）十a＝：（A十A）　；　有線放送姫｝・行虫区画名
　（A斗A）十（プ＝（A十A）’：泰露、蛾術的・茸中行事化
　αP＋〈A斗A2一ゴー（A＋A）：　現国鉄総識’
　　　　　　⊂チA－ae－A　：　与党対野党
○榎次結合語の横戒単位
　　u＋Vp（軽新靭づ（＋（かトの・αヰA－A
　　2tp十u（幼椎園児）＝（A十a）寸ぴ＝A寸〔λ＝”A
　　U一ト∪　（火災肪一⊥t－〉　＝＝A＋A
　　U十z♪（地下ノ核実験）＝A一十（o寸A）＝A十A　’
　　〕♪一｜－U　（道徳百勺雀皇念）＝（Aio’ノ＋A＝A’十A
　　（、／－1　u）iq（廊祓通誤長）＝＝｛〈A＋ん斗α］已ぺ柑A2栢一迎±．全⊇
　　（U＋V♪→U碩体不自m　se）一一　（A＋（西†A’）］＋乙セ（A†Aノ〉寸α一（△±ξ⊇
　　Zp＋・帥学櫨鵠〉－c・｛（・＋Aノ＋c・Sf　Ct〕已
　　　＝｛（Au）＋句斑＝一（Aヰa－）a・・　A＋α戸A
　　　　　　　　　　　　　－21一
　V4u（消責波退傾向）＝（AヰA）十A
　7・斗D（野鳥用給）K＞也）＝（A十（1’）十（A十a）＝A’十A
蝋u寸v）（新長期経済計画）一・a＋｛A＋（A＋A）ト旦≡
　（ゾ＋U）＋U（業務上題失イ傷害）＝｛〈、A＋（1’）†A｝＋A＝（A午A）HA
　ひ一十V（代衷的航空企業）＝（A十a〆ノ十（A十A）＝A〆†（AtA）
｛（v→u）斗u）十しし｝寸u（事務う毒理1絞計ξ蕗長）
　＝〔｛（A＋A）＋A｝†αbα＝｛〈A＋A）＋A｝＋α＝（A－＋　A）＋A
　　（V＋u）→ひ（寄勢爾1律0用ノt、聾v［コtrット）
　＝｛（A＋A）ft　a’｝t（A＋（x）＝（A十A）！†A
・ 榎次結合語の安定度吐，’A＋Aのパ・タL”ンのとき亡一tjうど
　も高く．横成葦位数がふえる巳しEがって，安定度19失な
　われ，る、
・ o寸〔，〔コ＋αのパ9一ンでは〔コの蔀励横疲劇立
　数が楡え．るぽど．α9）結合刀Jλ失われるtS
　V”P十しし／．．．．．クUIU：　度務言累長・重区便昏長・解剖学者
　　　　　ト　　　　リP→u＝Al二二三U＋U＝A＋A
　V－－or．・一・一．ヨUtv：渇岸警備隊・宇宙飛行士・入試ε文善策
　　　　V斗しい＝〈A十A）？一二：　：）rrU十しト＝＝A十A
　〔utU（ククーy一会社）＝〇十A＝A；（〇＋c〈♪＋A＝（A）十A
lU・U（運絵社）一・A・A
　　　　　　　　　　　　　－22一
